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研究成果の概要（和文）：地域において、治療よりも個人の健康管理、疾患予防や管理を支援するプライマリケ
アは、この役割を担うことができ、超高齢化社会の日本には必要なケアシステムである。本研究は、日本国内に
おいて、プライマリケア実践を看護師教育カリキュラムで教育するために、そのケア先進国である豪州をはじめ
とする５か国での実践をオンラインアンケート、インタビュー調査を実施した。対象国では、普段の医療制度が
プライマリケアの上に成り立っており看護教育もそれを前提に実施されていた。国内では、診療所をはじめとし
た施設においてプライマリケア看護という言葉自体、浸透しておらず、カリキュラムでの位置づけを明らかにす
ることが必要である。

研究成果の概要（英文）：Primary care, which supports personal health care and disease prevention and
 management rather than treatment in the community, can play this role and is a necessary care 
system for Japan's super-aging society. In order to educate nurses in Japan about primary care 
practice in the nursing education curriculum, this study conducted an online questionnaire and 
interview survey of practice in five countries, including Australia, which is an advanced country in
 this care. In the target countries, the usual healthcare system was based on primary care, and 
nursing education was conducted on this premise. In Japan, the term "primary care nursing" itself is
 not widely used in clinics and other facilities, and it is necessary to clarify its position in the
 curriculum.

研究分野：地域看護
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研究成果の学術的意義や社会的意義
プライマリケア看護に関する先行研究は、診療所での看護師の役割を明らかにした研究はあるが、看護基礎教育
カリキュラムまで言及している研究はない。プライマリケア看護先進国における、該当教科目の看護基礎教育の
中での位置づけは、日本と同様に、高齢化社会における地域での看護師の役割が、カリキュラム教科の中で明確
に示されていた。日本国内では、プライマリケア看護という言葉自体、浸透していない。現在、診療所看護師な
どプライマリケア実践に携わる看護職はいるが、今後、プライマリケア看護実践の効果を学術的に評価すること
ともに、国内での看護基礎教育や地域における看護師の役割を新たに示唆できる成果が得られた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 
日本の看護学教育カリキュラムにおける、プライマリケアナーシング（PCN）の位置づけはいまだ不

明瞭である。超高齢化社会の対応で、病院医療から地域医療へのシフトが進んでいる。総合診療

専門医の導入により、地域で包括的医療モデルが展開され、治療よりも予防や疾患管理に重点を

置いたプライマリケア（PC）実践は浸透し始めている。診療所看護師は、PC の中で PCN を実践す

る専門職である。しかし、歴史的背景にある看護婦（師)養成に基づいた訓練・教育制度や、少人

数の組織文化での役割と能力の不明確さ、継続教育・キャリアラダーなどの機会が不明瞭、そして、

看護師の看護行為の経済的評価と効果が社会の中では、十分に認識されていないという課題を、

現在も残したままにしている。本研究は、PCN 先進国の豪州の看護学教育における PCN 領域と、

社会で専門的役割の確立を果たした診療所看護師の軌跡を考察し、まずは本邦でのPCNの社会

的認識と役割の確立を促進させることができるような看護教育学カリキュラムの探求を行う。PCN の

社会での認識を進めてゆくため、PCN の実践の場、専門職・学術団体、大学そして関連政府部門

との包括的アプローチを活用しながら、学術界への情報共有を行ってゆく。本研究の展望は、新た

な看護学カリキュラムにおいて、PCN の位置づけを明確にし、包括的アプローチの一端としての教

育研究実践システムの構築を促進することにある。 
 
２． 研究の目的 
 

本研究の目的は、本邦の看護学教育カリキュラム（卒後看護教育も含める）における PCN 概念の

位置づけの明確化である。これにより、領域確立への手がかりを提案し、その結果、PCN の社会的

認識の向上をもたらす包括的アプローチの一端を担う。学術的独自性は、看護学カリキュラムにお

いて、「PCN 概念の領域としての不明瞭さ」を考慮すると、例えば、地域保健の中での PC の概念

は取り扱われているが、看護との接点は見ない。本研究は、新たにPC と看護との近隣性や類似性

を追求しながら、PCN の役割を究明する。創造性は、本研究により、新たな看護学カリキュラム（学

部教育や卒後継続教育）において、PCN が社会的に果たす役割を担うために必要な包括的な教

育研究実践システムの構築を促進できることにある。 
 
３． 研究の方法 
１．豪州大学へのオンライン・聞き取り調査。学部教育は、ウェブサイトから豪国の全看護学部（38

校）の中で、PCN 科目開設がある大学に対し、オンライン質問調査を実施。調査内容は PCN 科目

のカリキュラムの中の位置づけ（年次、独立科目、実習との連携など）、目標、実施形態（理論、ま

たは理論と演習・実習が連携）、評価方法（エッセイ課題、オンラインを駆使したアセスメント方法、

コンピテンシーを用いた評価など）を含めた。回答を得た大学の中から任意で、聞き取りも参加でき

る大学を、調査中に募集を同時に行い、オンライン調査結果を基に PCN 科目設置の背景、他科

目との関連性、学生のPCNに関する学習理解に関する意見などの聞き取りを、研究代表者がオン

ラインにて、科目担当教員に実施した。卒後教育は、聞き取りの了承を得た 9 人の PCN 教育に関

わる大学院科目担当教員への聞き取りを豪州で研究代表者が行った。内容は、専門職・学術団体

での教育担当者（豪州 PCN 協会）と同様に、卒後教育の組み立てと看護師免許登録維持との関

連・連携や、プログラム種類、PCN 領域必須科目とその背景、プログラム提供方法・フィードバック

方法、卒後教育に関して大学など教育研究機関との連携の有無を関連させて、現在の課題や今

後の方向性も含めて行った。 

２．結果分析・考察にて PCN 位置づけ提案の合意形成を行った。同時に、学部レベルでのコンピ



テンシー項目（2018 年版）を照会しながら、本邦でのカリキュラム内での位置づけへの提案に向け

た合意形成を行った。 

３．研究結果の全体像を統括。領域のエキスパートからのコメント、提言を基に分析結果をまとめ、

日本 PC 連合学会や看護学教育学学会などの学術界での情報共有を行い、看護基礎教育・卒後

継続教育カリキュラムへの PC/PNC 概念の導入の可能性のダイアログを開始する。 
 
４．研究成果 

プライマリケア看護に関する先行研究は、診療所での看護師の役割を明らかにした研究は

あるが、看護基礎教育カリキュラムまで言及している研究はない。プライマリケア看護先進

国における、該当教科目の看護基礎教育の中での位置づけは、日本と同様に、高齢化社会に

おける地域での看護師の役割が、カリキュラム教科の中で明確に示されていた。日本国内で

は、プライマリケア看護という言葉自体、浸透していない。現在、診療所看護師などプライ

マリケア実践に携わる看護職はいるが、まだ認知度は高くなく、その役割や機能は充分に生

かし切れているとはいいがたい。今後、プライマリケア看護実践の効果を学術的に評価する

ことともに、国内での看護基礎教育や地域における看護師の役割を新たに示唆できる成果

が得られた。本研究の成果は、日本プライマリケア連合学会、日本看護科学学会での口頭発

表と共に、英文査読雑誌に 2論文が受理された。 
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